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ＮＳＧグループ・２０１６年３月期第３四半期決算説明会に参加いただき、ありがとう
ございます。社長の森重樹です。 
 

本日の説明会では、私とＣＦＯのマーク・ライオンズ、そしてグループ財務コントロー
ラーのイアン・スミスよりご説明させていただきます。 
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４ページは、本日の内容となります。 
 
まず、私の方から今回の決算のポイントについて説明を行います。 
 
次に、イアンから財務業績について説明を行います。 
 
その後、マークの方から、地域毎の事業業績と2016年3月期の業績見通しについ
て説明を行います。 
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ではスライド５をご覧ください。 
本日、第3四半期の業績と、通期見通しを、発表させて頂きました。 
 
第3四半期までの営業利益進捗については、本スライドにまとめた通りでございま
す。 

ディスプレイ事業や南米は引き続き厳しい環境にありますが、日本、北米、東南ア
ジアの好調を反映し、全体として第3四半期業績は第2四半期より着実に改善して
おります。 
欧州地域にも改善の兆しが見えております。 
 
通期見通しにつきましては、第2四半期決算発表の折、税引前利益以下を未定とさ
せて頂きましたが、本日数字を開示いたしました。 

誠に遺憾でございますが、最終の当期損益ベースで損失を計上する見通しとなり
ました。 

詳細はのちほどご説明いたしますが、主な要因としては、ディスプレイ事業等での
業績悪化と一部新興国合弁事業の悪化による税前利益の減少が主因です。 
 

それでは、イアンから財務業績についてご説明させていただきます。 
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森さん、ありがとうございます。それでは、７ページに移ります。 
ここでは、損益計算書をご覧いただけます。 
 
売上高は４，７９６億円となり、前年比３％の増加となりました。為替変動の影響を
除くと、前年比１％の増加となります。 
 
無形資産償却前営業利益は、前年同期と同じ水準です。これは、市場状況が改善
している地域と低調な地域が混在している状況を反映しています。 
 
個別開示項目では、リストラクチャリング費用等により、３２億円の損失を計上して
います。前期では、一過性の「投資の分類変更による評価益」を計上しています。 
 
金融費用は前年同期と同様の水準です。 
 
持分法による投資損失は、中国における厳しい市場環境の影響を受け、前年同期
と比べて悪化しています。 
 
EBITDAは若干改善しました。 
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８ページでは、無形資産償却前営業利益について、前年同期との差異について説
明しています。 
 
「販売数量/構成」ですが、厳しい事業環境の影響を受けたディスプレイ事業の売
上高の減少を反映しています。 
 
「販売価格」はディスプレイ事業では下がっていますが、他ではそれを上回る改善
が見られました。 
 
「投入コスト」では、エネルギー・コストが下がりましたが、原材料費の上昇がその効
果の一部を相殺しています。 
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９ページでは、キャッシュ・フロー計算書をご確認いただけます。 
 
第３四半期累計のフリー・キャッシュ・フローは、２２２億円のマイナスとなりました。 
 

第３四半期累計の営業キャッシュ・フローは、運転資本の増加によるマイナスの影
響を受けながらも、プラスとなりました。これから年度末にかけて、キャッシュ・フ
ローが改善することを見込んでおります。 
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１０ページですが、主要財務指標となります。 
 
「ネット借入」が前年同期と比較して減少しました。その影響で、「ネット借入/ 
EBITDA」が若干改善しています。 
 

スライドの下部に表示しております、損益に係る財務指標は、前年同期と同様の水
準となりました。 
 
それでは、ここからマークが各事業と地域の業績について説明いたします。 

10 



11 



イアン、ありがとうございます。１２ページへ移りましょう。 
 
このスライドは、当社グループの事業セグメント毎の売上高構成比を示しています。 
 
当社グループの売上高の構成比ですが、欧州が３８％、日本が２４％、北米が 
２０％、その他の地域で１８％、となっています。 
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１３ページへ移ります。ここでは欧州における当社グループの建築用ガラス事業と 
自動車用ガラス事業の業績についてご覧いただけます。 
 
欧州の建築用ガラス市場は、安定的に推移しました。 

当社グループの利益は、エネルギー関連の投入コストの削減効果を享受する一方
で、ポーランドの窯の定修の影響を受けています。 
一部の地域では、市場状況に改善の兆しが見えています。 
 

自動車用ガラス市場でも、西欧で乗用車販売台数が増加していることなど、市場回
復の兆しが見えています。 
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１４ページへ移ります。 
 
建築用ガラス事業は、販売価格の上昇とエネルギー関連コストの削減により、 
利益が改善しました。 
 
自動車用ガラス事業は、エコ・カー減税制度の改定により乗用車販売台数が 
減少するなど市場が弱含みのなか、増収増益となりました。 
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１５ページに移ります。 
 
建築用ガラス事業は、市場の好調の継続により、増収増益となりました。 
 
自動車用ガラス事業の現地通貨ベースの売上は、新車（ＯＥ）用ガラス市場が 
改善を見せるなか、前年同期と比べて若干減少しました。 
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１６ページへ移ります。 
 
建築用ガラス事業では、東南アジアが好調な需要による影響を享受しましたが、 
南米はアルゼンチンの窯の定修の影響により減益となりました。 
 

南米の自動車用ガラス市場では、乗用車販売台数が前年から大きく落ち込むなど、
引き続き厳しい経済状況の影響を受け、低調に推移しています。 
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１７ページの高機能ガラス事業へ移ります。 
 

高機能ガラス事業の利益は、ディスプレイ事業が厳しい市場環境の影響を受けた
ことにより減益となりました。 
 

第３四半期に入り、オフィス向けプリンター用レンズの需要は軟化しましたが、グラ
スコードの数量は前年と同様の水準で推移しました。 
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それでは、１９ページの２０１６年３月期の連結業績予想へ移ります。 
 
このスライドでは、昨年の５月１４日に公表しました２０１６年３月期の連結業績 
予想とその推移を示しています。 
 
昨年の１０月２９日に当初の予想を修正しておりますが、その時点では営業利益 
より下の損益区分の見込みを未定としておりました。 
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それでは、２０ページへ移ります。 
 

ディスプレイ事業を取り巻く市場環境の厳しさが続くと見込んでいますが、第２四半
期の決算時に公表しました営業利益の見込みは変更していません。 
 

また、今回の修正予想ですが、中国のジョイント・ベンチャー及び関連会社を取り巻
く厳しい市場環境や、堅調な建築用ガラス事業の業績による法人所得税費用の増
加を織り込んだものとなっています。 
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２１ページは、この四半期決算のまとめになります。 
 

第３四半期の無形資産償却前営業利益は、第２四半期から改善を見せています。 
 
ディスプレイ事業は、厳しい市場環境の影響を受けています。 
 
欧州では、建築用ガラスと自動車用ガラスのいずれの市場において 
改善の兆しが見られます。 
 
日本では業績が改善しています。 
 
北米と東南アジアでは引き続き好調な業績が持続している一方で、南米は低調な
経済状況の影響を受けています。 
 
最後に、未定としておりました税引前損益・当期損益・親会社の所有者に帰属する
当期損益について、業績予想を開示いたしました。 
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